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海洋曝露環境下における労働者の着用衣服に関する実態謳

　　　　　　　　　　　　　　　一漁労作業者の場合　その2 －

東京学芸大教育○中橋美智子、野上遊夏　船舶蟻装品研究所　村山雅己

　【目的】海洋曝露環境下における労働作業には多種多様あるが、今回はその中でも漁労作

業を行っている労働者を中心に、その着用衣服の実態調査を試みた。海洋暴露環境下での

作業において、漁労作業者は作業中の衣服として、実際に何をどのように着用しているの

か、その実態調査の報告は皆無である。そこで本調査を試みることにより、漁労従事者の

衣服に関する問題点、そして改善すべき点などを把握することにより、漁労作業者の快適

な衣服設計を検討するための基礎とすることを目的とした。前回の寒冷環境下での実態に

引き続き、今回は暑熱環境下での報告をする。

　【方法】調査対象漁港：福岡、気仙沼。調査方法：漁業協同組合、漁労長などの聞き込み、

漁労作業者のアンケート調査などによる。
　【結果】逝羊底引き網漁船（福i)の東シナ海中心の操業では、二重デッキ式底引き漁船

ｶ刻;入され、本船での作業者は過酷な環境作業は短時間であり、デッキ内（快適環境）で

の作業が多く、暑熱環境に対しての受けとめ方は深刻ではない。しかし、ごく一部にすぎ

ず、全般的にはかなり厳しい条件下で、害虫（あぶ、蚊）からの護身用に蓉
ツまたはランニングに合羽ズボンが一般的である。遠洋まぐろ船（気ｲ齢召）赤道直下での

操業で、酷暑曝露環境下での作業が長時間であるため非常に厳しい。直射日光、毒クラゲ

などの護身用に、服装は長袖シャツと合羽ズボン、ゴム長m^着装され、あせも;水虫に
やられる。温熱的に重装備の傾向である。合羽は漁労作業衣として重要な役割を果たし濡

れ、汚れ防止中心に用いられる。
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　【目的】漁労従事者の多くは作業服として雨合羽またはヤッケなどの透湿性のない衣服を

　着用している。そして、その雨合羽に対する選定理由として防水能力のみならず、汚れの

　防止さらに防風、保温まで期待しているようである。これらの雨合羽に対する選定理由の

　うち防水、防風そして汚れの防止に関しては直接的な合羽の能力として理解されるが、本

　来の目的とは言い難い保温性に関しては資料も少ない。このため、透湿性のない衣服であ

　る雨合羽についての種々計測および布地試料による熱損失測定を行い、保温性に関しての

　検討を行った。

　【方法】雨合羽は外衣であり伸縮性のない生地であることから衣服サイズとしては大きめ

であり、内部に空気層を保有しやすいことから、合羽上着の空気層の測定を行った。また、

サーモラボＩを用い、布地材料によって皮膚を模擬した熱板に試料を接触させた場合、若

干の空気層を持たせた場合の熱損失を測定した。

　【結果】合羽衣類などの伸縮性のない外衣は平均して約38inni程度の空気層を持っており、

風圧がある場合でも空気層は10～2Ctain存在する。また、僅かな空気層でも熱損失量に大き

く影響する。

　合羽の開口部分を少なくし、より気密性を保つならば、衣類が濡れていたとしても気化

熱損失が抑制され条件によっては保温性を保つことが可能である。
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